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1. 背景 

World Wide Webの謳い文句である「誰でも世界
に向けて情報を発信できる」という言葉に魅せら

れて、自分のWebサイトを開設する人は多い。か
くいう我々も 5年程前に初めて触れたWWWに魅
了されてWebページの制作に燃えた手合いである。 
現在では専用のソフトを用いれば画像を多用し

た見栄えの良いページを簡単に作れるようになっ

た。しかし、このような画像を多用したページは

見た目こそ良いものの、テキストベースのページ

と比較するとずっと更新がわずらわしいという欠

点を持つ。そのため、「見栄えはよいが更新がされ

ず、ほとんど情報的価値のないページ」が増えて

いる。我々の 1 人も、凝ったページを作ったはい
いものの、次第に更新がわずらわしくなって既に 3
年以上全く更新を行っていない状態が続いている。 
ここで問題となるのは、Web ページはどんなに
古くなっても決して外見的に廃れることはないと

いう点である。更新を全く行わなくてもページの

見た目は変わらないため、どれほど情報の価値が

低下していても一目でそれとはわからない。一方、

現実世界に目を向けてみると、現実世界のモノは

古くなると徐々に外見的に廃れていくのに気づく。

例えば、古くなりあまり読まれなくなった書物は、

傷ついたり変色したりして、すぐに情報の鮮度を

見分けることができる (図 1)。 

本研究ではこうした現実世界の「古いものが廃

れていく」メタファをWebページに適応し、リン
ク先の情報的な鮮度が直感的にわかる情報視覚化

システム「廃れるリンク(Dying Link)」を提案する
(図 2)。 

 
2. 廃れるリンク 

「廃れるリンク」のコンセプトは、ずばり実世

界の「モノが廃れる」メタファを利用した情報視

覚化である。この視覚化手法は以下のような特徴

をもつ。 
第一に、現実世界と外見的に同じようにリンク

部の文字や画像が廃れていく点である。具体的に

は、リンク先のWebページの鮮度（最終更新日時）
に応じて、古いリンクほど「にじんで読みづらく

なる」という視覚化を行う。これは実世界で古い

書物の印刷が徐々にかすんでいき、古いインクが

徐々ににじんでいくといったメタファに基づいて

いるため、ユーザは直感的にリンク先の情報の鮮

度を判断することが可能になる。 
第二に、即時性・一覧性を持つということであ

る。ページ内の全てのリンクを一度ににじませる

ことが可能なので、ユーザはページを一目見ただ

けで全てのリンクの情報的な鮮度を判断すること

が可能になる。古いリンクは読みづらくなるため、

ユーザはすばやく情報の鮮度が高いリンクを見つ

けることができる。 
情報の鮮度に着目した視覚化手法はいくつか存

在しているが、その多くは時間的要素を色や透明

度等で表現しており、実世界の物が廃れていく様
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図 1 廃れた書籍 

図 2 廃れるリンクの視覚化 



相とは異なるものであった[1]。また、Webページ
のリンク先の情報を事前に読み込み、その内容を

インラインやポップアップで表示させる試みもい

くつか行われてきた[2][3]。 
 

3. 実装 

廃れるリンクは Web のプロキシサーバとして
実装を行った。プロキシサーバは Web サーバと 
Web ブラウザの間に位置するため、ブラウザに渡
される前にWebのコンテンツを書き換えることが
できる。本システムのプロキシサーバでは HTML
文書からリンクを抽出し、各リンクの更新時刻の

取得をマルチスレッドで並列に行う。そして、得

られた更新時刻を元に廃れ具合を計算して、廃れ

の視覚化を行うためのタグを挿入する。 
現在の実装では廃れ具合の計算は単純に更新時

刻の古さに比例する関数として行っている。更新

時刻から数か月くらい経過したリンクは判別でき

るが、 2 年以上経過した死にかけのリンクは判別
がほぼ不可能になる。また、リンク先が存在しな

い死んだリンクにはさらに強い効果を与えている。

なお、本システムのプロキシサーバは我々のペー

ジから入手が可能である1. 
 

4. 議論 

「廃れるリンク」を実際に運用してみたところ、

以下のような種類のWebページで特に有効な視覚
化の効果を確認できた。 
■研究室のメンバーリスト 
本システムを通して研究室ページのメンバー

の一覧を見ると、ページを更新している学生と、

やる気のない学生が一目瞭然であった。本システ

ムは、各リンク先が個人によって管理されている

ページに対して有効に機能すると考えられる。 
■リンク集 
リンク集は便利なものだが、個人レベルで管理

している場合は、もはやページが存在しない死ん

だリンクが増加する傾向にある。こうしたリンク

集の閲覧に本システムを適用することで、各リン

ク先の情報の鮮度が一覧でき、より効率的な

Webブラウジングが可能になる。 
■更新のない個人サイト 

                                                   
1 http://namazu.org/~satoru/dying-link/ 

何を隠そう我々の 1 人のページこそそれであ
る（図 3）。本システムを利用することで、怠惰
なページ管理者に自分のページの悲惨な状況を

視覚的に提示することができ、積極的な更新を促

す効果が期待できる。 

現時点で本システムは以下の 3 点の問題が見つ
かっている。第一に、廃れの視覚化を行うための

タグは Internet Explorer独自のスタイルシートを
用いているため、他のブラウザでは効果が得られ

ない点。第二に、全てのリンクから更新時刻を取

得するため、リンクの極端に多いページを表示す

る際に待たされる点。第三に、古くても有用なWeb
ページへのリンクも廃れてしまうという点である。

今後これらの問題への対応を検討していく。 
 
5. まとめ 

本研究では、現実世界の「古いものが廃れてい

く」メタファをWebページに適応し、リンク先の情
報的な鮮度が直感的にわかる情報視覚化システム

「廃れるリンク（Dying Link）」の提案および実装
を行った。本システムを利用することにより、ユ

ーザはより効率的にWebを閲覧できる。また、怠惰
なWebサイト管理者には、自分のページの悲惨な状
況を視覚的に提示することができ、積極的な更新

を促す効果が期待できる。 
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図 3．我々の 1 人のページ 
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